
【不祥事根絶に向けた本校の決意】（行動基準） 

 

 

 

東広島市立三ツ城小学校 

校  長  坂本 博司 

区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

 
◎真摯な教職員 

（己に厳しくします。） 

 

 

 

○この程度なら許されるだろうと，不祥
事に対して意識に甘さが見られる時も
あり，教職員の規範意識のさらなる醸
成が必要である。 

 

 

 

 

○服務研修の方法や内容等を見直し，
より体験的な研修を実施し，研修効
果が実感できるようにする。 

 

 

 

 

 
○国，県及び市からの情報を早急に周知し，服
務研修を繰り返し実施する。 

○各学年部が１年に１回以上，服務研修を担当
し，教職員参加型・体験的な研修を推進する。 

○名札裏へ「不祥事根絶のための三ツの心構え」
を表明し，全教職員が常時携帯することで意
識づけを図る。 

 

 

○行動計画（目標・内容）
の振り返り（学年末） 

 
◎優しい教職員 

（場を清めます。）  

 

○職員室，教室の机上等を整理し，個人
情報の漏えいについての意識を高める
必要がある。 

 

○机上の整理及び教材庫等を整理し，
個人情報の管理を徹底する。 

 

○教職員が率先垂範で響くあいさつを
する。 

 

 

○職員室，教室の机上や，教室の棚，教材庫等
を整理するとともに，常日頃から必ず使い終
わったら元に戻したり，情報等を持ち出す際
に，適正な手続きを実行したりする。 

○児童よりも先に挨拶をするとともに地域の方
にも感謝の気持ちを伝える挨拶を日頃から行
う。 

○PCのデータ（フォルダ）を整理する。 

 

 

○日々の学年部での点検 

○退校時に管理職・学年部
で点検 

 

 

 
◎誠実な教職員 

（時を守ります。） 

 

○勤務時間外在校時間が長い教職員がお
り，東広島市立学校の教育職員の在校
等時間の上限等に関する方針に基づ
き、在校時刻を厳守する必要がある。 

 

 

 

 

 

○学年部等でお互いに声をかけ合い，
健康に留意し，見通しをもちながら
計画的に業務を推進する。 

〇働き方に対する意識改革を進めると
ともに一人一人がマネジメントを推
進していく。 

 

 

 

 

 
○学年部等での連携を密にし，年間を通して見
通しをもった業務を行う。 

○仕事を終える時間を一人一人が早めに設定し
て取り組む。 

〇会議等の開始時刻を守り，時間内に終わるよ
うに声掛けをする。また，授業開始時刻や終
了時刻を守り，常日頃から時間を管理するよ
うに取り組む。 

○管理職が退校時刻 30 分前から声かけを行っ
たり，学年部内で声をかけ合ったりすること
により，目標時刻に退校できるようにする。 

 

○入校・退校時刻記録票 

 

令和７年度不祥事根絶のための行動計画 

【めざす教職員像】  真摯な教職員（つづける）  優しい教職員（つながる）  誠実な教職員（つくす） 

 

私たち，三ツ城小学校の教職員は，法令・法規を遵守し，信頼される教職員・信頼される学校になります。 

  

１  己に厳しくします。  ２  場を清めます。   ３  時を守ります。 


